
従事者
の人数

受益対象者
範囲及び人数

支出額
(千円)

事業名 内  容 実施
日時

実施
場所

8人 1863人
「強制運行」「強制労働の否定に抗
う～各地の追悼・継承の場を訪ねて 2024.フ 4～ 25.1.26. 高麗博物館

高麗博物館 4人 530人
朝鮮学校の若いアーティスト運
GAKUBI展―選抜展 Part■

2025.2.1.10.～ 4.27

なぜ「朝鮮人」が職犯になったのか

戦後80年を迎えてなお続く植民地
主義を問う

2025.5.7～ 9.28 高聞博物館 8人 1973.人

4853企画展示

2025.89 サニーホール 45人 564人 2540イベント ほうせん花V記 憶と継承

この日何の日 202410.1～ 2025.9.30 高麗博物館 3人 3419人

高麗博物館 5人 3419人
常設展示

収蔵品展示 常時展示

開校から80年、朝鮮学校の昨日・今日・

明日
2025.4.26 3人 106人

2025.8.25

高麗博物館
3人 125人

6:在日講座
マッコリという名の生彙と抵抗

586語学講座 韓国語講座 ■3回 4クラス 高麗博物館 1人

9人朝鮮女性史研究会 毎月1回

7人民族教育研究会 毎月1回

毎月1回 5人倭国伝を読む会

絵本でコリアを知る会 毎月1回 8人

関東膚殺研究会 毎月1回 9人

7人

13人

PC部会 不定期

朝鮮ゆかりの歴史散歩 2024.10.18 20255.16 5人 40人

オンライン研究会 毎月1回 5人

4人チマチョゴリ研究会 随時

高麗博物館

20253.9 8人 109人新宿NPOまつり

韓国フィールドワーク 2025.9.9～ 9.13 ●ロソウル市・天安市 5人 13人

研究会他

高麗博物館機関紙発行
202411 1 202531 7.1

高麗博物館 6人 1000人

2860

物品販売 書籍の販売
a)24年 10月 1日 ～

2025年 9月 30日

高 麗

博物館

延ベ

34:9人
902

2024
2024年 10月 1日から2025年9月 30日まで

特定非営利活動法人  高麗博物館
1.事業の成果
2024年度は企画展示を3回開催した。どの展示も予想以上の来館者があり、順調だつたといえる。また、恒例のイベントも通常1回開催のと
ころを2回開催にして集客が5∞人を越え、高麗博物館初めての演劇であつたが、成功したといえるのではないか。20∞年～22年ころまで
は、コロナ感染症の流行の影響で、来館者が減少し運営も厳しい状態になつたが、23年の関東大震災をテーマにした展示が好評で、その
時に支持者が増えたものと思われる。近年は、団体見学が増加しており、それが定着傾向にある。企画展の内容を工夫し、若年層の企画
アイデアなどを取り入れたことによって、若年層の来館者が増えているのも、最近の特徴である。
今年度は韓国からの助成金を取得し、歴史フィールドワークができた。このところ助成金が取得できない年度が多かつたが、おかげでフィー
ルドワークなど充実した活動ができた。
課題としては、長年支援していただいた会員の減少である。会員を増やすには、さらなる工夫が必要だろう。増やすための一番の課題は、
若年層へ広げることといえる。理事、運営委員など高麗博物館の活動に加わつている会員だけでなく、交流がない団体とも積極的にかかわ
りを持ち、外に活動を広げていかなければならないだろう。
もう一つの課題としては、

「
化が進んだ時代に併せて、運営方法もデジタル化が必要である。この点も会としては、検討しているところである

が、ポランティアだけで行うのは困難な点もあり、工夫が必要である。
韓国幡講座は受講者も多少の増減があるものの、安定的に行つている。

11 2

2.その他は実施せず。



書式第 13号 (法第 28条関係 )

24年度 活動計算書 (その他の事業がない場合)

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人高麗博物館

52 222 528

科

正会員受取会費
贅助会員受取会費
維持会員受取会費

877,000
1,889,000
360,000

0003 12000

7553

入館料
売上収益

l,344,900
2,666,660

‐
受取利 .□ 16,075

885

■
=+‐

. li~・・ 2,418.824

事業支出
旅費交通費
事務用品
委託支払
通信運搬

|‐ 支払手数料
.‐ 消耗品費
・ 賃借料
・ 地代家賃
水道光熱費
修繕費
‐広告宣伝費
■減価償却費

・ 1雑損失

244
883

798

933
924

064

384
982

572
88,

914

297
379

289
000 9 223 547

2

(1
給料手当
交通費

そ ●
２
“
”
４７
２１
８２
４４
の
４５
５９
８２
＾
１６
１４
Ю
９０
“
“
００

●
４
０
４
３
７
９
１
６
３
２
９
８
０
９
８
２
８
８
５

一
五

３９６
，
７０
，
‐２０
，
は
４０
，
３７７
，
３７７
．
４０
，
‐６４
，
２４５
，
９
，
‐ｏ。
，
ｎ
４２
．
５６
．
３
，
７‐
，
‐６
，

業支 計'
‐1会報
事務用品
‐消耗品費
‐水道光熱費
■通信運搬費
.‐ 地代家賃
■・旅費交通費
‐1減価償却費
支払手数料
賃借料
広告宣伝贅

|‐ 会員管理費
..修繕費
●́保険料
・■諸会費
‐‐
交際費
租税公課
慶弔費

A】 B -065 283
)当 期 i 怪 ,

'増
減 額

3】

D

人

正

及

産

一̈
）

14 b69■十

書  日

11

1野貴+ 0.223.547 11.802 61

1.348 151



書式第 15号 (法第 28条関係 )

24年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人高麗博物館

7 926 43

′

現金預金
商品

27,373, 151

553,286

固定資産

・
‐
什器備品

|‐ 建物付属設備
設備造作

85,109
()8,231

39,735
511.|IF[ 774 021

38 000

2 形

38,000
0

電話加入権
借地権

2

の

()

敷金
長期貸付金

【A】 資 ①+② 28.738.458産 合 計

694+

未払費用 書籍代
預り金

562,705
12,989

長期借入金
退職給付引当金

の

正期

正

29, 128 047
-965.聖 83

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【8-1】 十 【B-2】 28.738.458

=



2024年度  計算書類の注記
特定非営利活動法人 高麗博物館

1.重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2011年 11月 20日 NPO法人会計基準協議会)に よっています。
(1)固 定資産の減価償却の方法
法人税法の規定に基づいて、有形固定資産は定率法で償却をしています。
(2)人件費
・職員兼務の理事を除いて、理事及びボランティアに対する報酬の支払いは行っておりませんが,
交通費については支払っています。支払い交通費を人件費として計上しています。
(3)事業費と管理費の配分比率
原則として8:2の割合で配分を採用しています。

2.事業別損益の 況

3固定資産の増減内訳

円 )

科 目 管理部門 合計展示事業 講座講演事業 研究他会事業 書籍販売事業 事業部門計

2,879,102 2,159,326 1,439,551
528,222

719,776 7,197,755
528,222

128 ０

０

５

２

０

９

７

２

3,128
3,617
7,197
528
97,960
14,569,843

39,184
2,918,286

29,388
2,188,714

19,592
1,987,365

9,796
729,572

97,960
7,823,937 6,745,906

2,418,824
155,314

1,276,939
37,574
33,637

3,695,763
192,888
33,637

967,529
62,125

725,647
46,594

483,764
31,062

241,884
15,533

3,922,2881,029,654 772,241 514,826 257,417 2,574,138 1,348,150

924
064
384
982
572
379
884
289
297
914

3,668,244
717,883
281,798
1,609,933

163,

41,

469,

245,

1,508,

161,

274,

25,

39,

19,

40,412
377,602
70,450

396,

40,

164,

120,

245,

377,

40,

68,

9,825
19,914
71,808
42,810
56,290
3,835
100,016
121,000
16,500

049
982
259
347
982
144

345
721

3,708,656
1,095,485
352,248
1,609,933
396,049
204,906
205,323
589,731
491,964
1,885,716
201,724
343,605
25,289
49,122
39,828
71,808
42,810
56,290
3,835
100,016
121,000
16,500

1,467,297
287,153
112,719
643,973

65,569
16,425
187,753
98,392
603,428
64,551
109,953
10,115
15,718
7,965

1,100,473
215,364
84,539
482,979

49,177
12,319
140,815
73,794
452,558
48,413
82,465
7,586
11,789
5,974

733,648
143,576
56,359
321,986

49,196
301,714
32,275
54,976
5,057
7,859

,784
,212
,876

366,826
71,790
28,181
160,995

16,394
4,108
46,940
24,600
150,872
16,140
27,490
2,531
3,931
1,993

1,000400 300 200 100 1,000

-1,802,779 -1.352,072 -373,161 -150,736 -3,978,748 3,013,465

I i経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
4.事業収益
5.受取助成金
6.その他の収益

Π
~~経
,F費7再
~~~~~~

0)人件費
綺科手当
交通費
泌 利■
,7,F「
~~~

o,7あ面覆F~~
事業支出
林費交通費
:■秘用品
姜託支払
会報
通愴退撥費
支払手数社
消耗品費
貸僣料
地代家彙
滅価償却費
水道光熱賣
蜂損失
広告i伝費
修櫓賣
租税公課
保魔科
議会賣
交際オ
会員管理費
報酬
饉弔費
繊費
その饉 ,計
経常費用計
当 翔経常収益

経常収益計

-965,283

科 E 減 少 減価償却累計額

3,339,735
1,985,109
2,608,231
38,000

3,339,734
1,924,164
1,895,156

0

1

60,945
713,075
38000
812,0217,971,075 7,971,075 7,159,054

設備造作
工具器具備品
建物附属設備
電話加入権

合計

■■□國四題ョ■■囲饉朋圏国■■□劇囲四u■■田を国囲■囲陛団曖■■圏国Ш□四■■■□田u盟田幽
■■■ヨ幽題Ш国 ■■囲匡聞■コ■■圏u型口四 ■■聞鵬川出出■里

…

■団饉И幽」■■■ロロ饉混鵬堕

■E"E団「轟LJi出1■■■EE飛姿「薩ξヨ

『

コ■■口i藍調■■

申請先 金額 使途

韓国東北アジア歴史財団 528,222 韓国ある博物館・歴史館をフィール ドワークして歴史を学ぶ

4.協力金・助成金



書式第 17号 (法第 28条関係) 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人高麗博物館
エヱ 円

′

A の

1

現金預金

現金

郵便振替
ゆ うちょ銀行普通預金

きらぼし銀行普通預金

___郵便振替二 うらいは<昼つかを_   _
商品
メヨ
=パ
ッド203部

日本・コリア交流の歴史160

布施辰治と朝鮮53部

図録金裕33部
図録写真展38部

図録ハンセン病と朝鮮人298部
図録絵本で知ろうおとなりの国
図録関東大震災509部

図録「強制連行」 「強制動員」否定に抗 う85部

図録なぜ 「朝鮮人」が戦犯になったのか106部
一筆箋通信使船 177部
一筆箋少女142部
玄武シール207枚

会報71号407部

27,373, 151

35,931

182,560
27,772
24,189
3,458
36,058
38,016
67,188
21,675
13,250
29,205
23,430
18,216
10,582
21 756 553 286

27 926 43

2
1

2,608,231
3,339,735
1,985,109
15,) t)51 774 ()21

( 2) 形 固
電話加入権 38,000 38,000

【A】 資 産 合 計 ①+② 28.738.458

562,705 562,705

2

(:,

1

εl

4

12 )ヽ89

-1

未払
曇麿鷺売代金

1預 り金

源泉徴収税
労働保険

【B-1】 負 侵 合 計 ③+④ 575.694

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 28.162.764

24年度 財産目録

329,597
12,233,938
851,768
13,370,468
587,380

建物付属設備
設備造作
工具器具備品

固定負債



書式第 18号 (法第 28条関係)

令和6年度年間役員名簿 (令和6年 !0月 l日 から令和フ年9月 30日 まで)

盤定土宣」塁」産人

1 確認事項 (法第 20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏    名

1 0事・監事
ハラダキョウコ 6年 10月 1日

7年9月 30日

年

年

月

月

日

日原田京子

2 ③事・監事
ヒグチユウイチ 6年 10月 1日

7・年19月 30日

午

年

月

月

日

日樋口雄一

3 ◎事・監事
ソンマンジャ

宋萬子

6年 10月 1日

7年9月 30日

年

年

月

月

日

日

4 0事・監事
ムラカミケイコ

6年 10月 1日

7年 9月 30

日

年

年

月

月

日

日村上啓子

5 ◎事・監事
I V )\y )\/V : 6年 10月 1日

7.年 9月 30日

年

年

月

月

日

日岩橋春美

6 ○事。監事
キムグンヒ 6年 10月 1日

7年9月 30日

年

年

月

月

日

日金根熙

7 ◎事・監事
オギハラミド 6年 10月 1日

7年 9月 30日

年 月

月

日

日年荻原みどり

8 〇事・監事
トダミツコ 6年 10月 1日

7年 9月 30日

年  月  日

年  月  日戸田光子

9 ②事・監事
ムラノシグル

村野繁

6年 10月 1日

7年9月 30日

年   月   日

午:  月   日

事 業 報 告 用

´



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)

前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)

氏    名

10 ③事・監事
カトウマコト

 

6年 10月 1日

7.年9月 30日

年  月  日

年  月  日加藤真

11 0事・監事
t rl )s+l a =j 6‐年■0月 1日

7年 9月 30日

6‐年10月 1日

7年 9月 30日大場小夜子

12 0事・監事
ツブラヤメグミ 6`年:10月 1日

7年.9月 30日

年 月

月

日

日年円谷恵

13 ◎事・監事
イワモ トシュウイチ

岩元修一

6年 10月 1日

7年 9月 30日

年  月  日

年 月 日

14 06・ 監事
l>=2+
梁裕子

6‐年 10月 1日

7年 9月 30日

6年 10月 1日

7年 9月 30日

15 理事・0事
タニタツル

谷樹人
  

6年 10月 1日

7年 9月 30日

年  月 日

日年  月

16 0事・監事
カガヤヒロコ

加賀谷浩子

6年 11月 30日

7‐年9月 30日

年  月 日

日年   月

17 〇事・監事
イヤンス

李洋秀

6年 11月 30日

7年 9月 30日

年 月

月

日

日年

18 ③事・監事
タニマサ ト

谷正人

6年:10月 1日

7年 9月 30日

年  月  日

午  月  日

19 ○事・監事
チョンガンホン

鄭剛憲

6年 11月 29日

7年 9月 30日

年

年

月

月

日

日

20 ◎事
・監事 マスダヨウコ

増田容子

6年 11月 30日

7年 9月 30日

6年 10月 1日

7`年 9月 30日

21 〇事
・監事 オガワテツオ

小川哲生

カトウヒロシ

加藤弘

6年 10月 1日

6年 11月 30日

年 月

月

日

日年

22 理事・〇 事
5年 11月 30日

7`年9月 30日

年  月 日

日年 月



書式第4号 (法第 10条 。第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 高麗博物館

氏   名

1
国嶋洋子  

2
原田 京子  

3
大石 忠雄  

4
岩橋春美  

5
荻原みどり  

6
野田美代子  

7
村上 啓子  

8
山田 貞夫  

9
樋口 雄  

10
新井 勝紘  

11

村野 繁  




